
 

 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
２

５
０
名
以
上
の
消
防
団
員
の

方
が
活
動
中
に
命
を
失
わ
れ

ま
し
た
。
震
災
後
、
被
災
地

で
は
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

「
続
け
て
い
く
の
が
難
し
い
」

と
い
う
団
員
が
増
え
て
い
ま

す
。
大
震
災
の
教
訓
の
一
つ

と
し
て
、
消
防
団
員
へ
の
補

償
制
度
の
充
実
強
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

広
島
市
議
会
で
は
「
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共

済
事
業
」
の
増
額
補
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
町
村
が
共
済
基
金
に
掛
金

を
支
払
い
、
消
防
団
員
が
公

務
災
害
を
被
っ
た
場
合
に
、

補
償
に
か
か
る
費
用
が
共
済

か
ら
市
町
村
に
補
て
ん
さ
れ

る
仕
組
み
で
、
広
島
市
で
も

掛
け
金
引
き
上
げ
の
た
め
、

増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
連
合
は
消
防
団
員
の
支

援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

（
質
問
）
消
防
団
員
の
惨
事

ス
ト
レ
ス
対
策
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
？

（
答
弁
）
（
財
）
日
本
消
防

協
会
と
総
務
庁
消
防
庁
が
共

同
で
、
専
門
家
に
よ
る
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

を
被
災
３
県
に
随
時
派
遣
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
同
様

に
対
応
し
た
い
。

（
質
問
）
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
を
検
討
す
る
組
織
は
あ

る
の
か
？

（
答
弁
）
消
防
団
員
の
処
遇

に
つ
い
て
は
、
国
が
基
準
を

示
し
、
市
町
村
は
そ
の
基
準

に
基
づ
い
て
整
備
し
ま
す
。

本
市
に
は
８
つ
の
消
防
団
が

あ
り
、
各
団
ご
と
に
会
議
が

あ
る
。
消
防
団
員
の
処
遇
に

つ
い
て
こ
れ
ら
の
会
議
で
検

討
し
て
参
り
た
い
。
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12
月
定
例
議
会（
12
月
6
日
〜
16
日
）

消
防
団
員
等
共
済
予
算
を
増
額
補
正
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2011年度12月議会 補正予算13億4380万8千円の内訳

財政調整基金への積立金 10億9,500万円

後期高齢者医療事業 2億2,778万8千円

消防団員等公務災害補償等共済事業 6,276万9千円

給与改定に伴う補正 4,267万3千円

伴福祉センター管理 92万4千円

市
民
連
合
の
質
問

広島市では2700名以上が所属

29％が「辞めたい」と回答（消防庁調べ）



松
井
市
長
は
『
選
択
と
集

中
』
を
掲
げ
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
「
事
務
・
事

業
の
見
直
し
検
討
の
中
間
報

告
」
が
、
市
議
会
に
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
広
島
市
の
４
千
以

上
の
事
務
事
業
を
、
①
事
業

目
的
と
あ
っ
て
い
る
か
？

②
事
業
の
や
り
方
が
有
効
か
？

③
事
業
に
広
島
市
が
関
与
す

べ
き
か
？

の
３
つ
の
観
点

で
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

時
代
に
沿
う
よ
う
、
制
度

の
チ
ェ
ッ
ク
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
一
方
で
『
「
選
択
と

集
中
』
の
言
い
訳
の
も
と
に
、

ま
す
ま
す
必
要
な
施
策
ま
で

も
廃
止
さ
れ
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
本
市
で
は
高

齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
公

共
交
通
が
果
た
す
役
割
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時

代
の
流
れ
に
逆
行
し
て
こ
の

度
、
「
公
共
交
通
機
関
利
用

助
成
金
」
が
見
直
し
検
討
項

目
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

何
が
選
択
さ
れ
、
何
が
見

捨
て
ら
れ
る
の
か
、
市
議
会

は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
主

な
見
直
し
項
目
に
つ
い
て
、

市
議
会
に
お
け
る
議
論
を
交

え
て
ご
報
告
し
ま
す
。

見
直
し
事
業
例
①

高
齢
者
公
共
交
通

機
関
利
用
助
成

こ
れ
は
満
70
歳
以
上
の
方

に
、
パ
ス
ピ
ー
や
JR
回
数
券

引
換
券
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
の
料
金
を
補
助
す
る
制
度

で
す
（
所
得
制
限
あ
り
）
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進

し
、
外
出
の
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
平
成
５
年
に
始
ま
り

ま
し
た
。

（
質
問
）
高
齢
化
が
進
む
中
、

こ
れ
は
廃
止
す
べ
き
事
業
で

は
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
？

（
答
弁
）
通
院
や
食
料
品
の

買
物
な
ど
、
日
常
生
活
を
送

る
上
で
必
要
な
外
出
の
費
用

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
事
業

の
目
的
に
沿
っ
た
使
わ
れ
方

で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
と

し
て
、
そ
う
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
運
用

状
況
を
検
証
し
て
参
り
た
い
。

●
山
内
議
員
の
考
え

「
社
会
参
加
で
は
な
く
、
日

常
生
活
に
使
わ
れ
る
の
は
、

本
来
の
事
業
目
的
と
違
う
」

と
い
う
の
が
市
の
主
張
で
す

が
、
そ
も
そ
も
買
い
物
に
出

か
け
る
の
も
社
会
参
加
の
一

部
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
今
後
は
マ
イ
カ
ー

を
手
放
す
人
が
確
実
に
増
え

る
の
に
、
こ
の
制
度
を
縮
小

し
て
し
ま
っ
て
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
損
な
わ
れ
る
ば
か
り

か
、
街
も
に
ぎ
わ
い
を
な
く

し
ま
す
。
十
分
な
所
得
が
あ

る
人
は
対
象
外
と
す
る
と
し

て
も
、
制
度
存
続
の
方
向
で

検
討
す
べ
き
で
す
。
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事
務
・事
業
見
直
し
65
項
目
が

各
常
任
委
員
会
に

報
告

バスや電車運賃の補助存続を！

議
員
に
よ
る
質
問

パスピー
6000円まで

（利用実績払い）

JR回数券引換券
1400円×3枚と

1250円×1 枚＝5450円

タクシーチケット 500円×12枚＝6000円

主な公共交通機関利用助成（年間）



見
直
し
事
業
例
②

水
洗
便
所
設
備

資
金
貸
付
制
度

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
水

洗
式
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
世

帯
に
、
工
事
資
金
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
制
度
で
、
１

戸
あ
た
り
52
万
円
以
内
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
今
回
の
報
告
で
は
、

「
本
市
で
の
ト
イ
レ
の
水
洗

化
率
は
約
95
％
に
達
し
て
い

る
」
な
ど
を
理
由
に
、
２
０

１
２
年
度
末
で
制
度
を
廃
止

し
て
は
ど
う
か
と
、
消
防
上

下
水
道
委
員
会
で
説
明
が
あ

り
、
市
民
連
合
の
議
員
は
次

の
よ
う
に
、
反
対
（
制
度
存

続
）
の
立
場
で
、
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
質
問
）
こ
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、
資
金
的
な
理
由

で
水
洗
化
工
事
が
で
き
な
く

な
る
方
が
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
廃
止
す
る
の
か
？

（
答
弁
）
生
活
扶
助
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
に
は
他
の
無

利
子
の
貸
付
制
度
が
あ
る
。

ま
た
世
帯
年
収
２
０
０
万
円

以
下
の
方
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
無
利
子
貸
付
制
度
を
利

用
で
き
る
。

（
質
問
）
そ
れ
ら
の
制
度
は

以
前
か
ら
周
知
さ
れ
て
い
な

が
ら
、
今
回
見
直
し
対
象
と

な
っ
て
い
る
制
度
も
２
０
１

１
年
度
で
１
８
５
世
帯
が
利

用
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
で

廃
止
は
反
対
で
あ
る
。

●
山
内
議
員
の
考
え

「
95
％
の
水
洗
化
が
完
了
」

と
い
っ
て
も
広
島
市
で
は
ま

だ
３
万
８
千
世
帯
が
未
水
洗

化
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
安

佐
北
区
内
で
す
。
理
由
は
、

「
下
水
道
本
管
が
来
て
い
な

い
」
「
土
地
の
権
利
関
係
の

問
題
で
下
水
道
本
管
に
接
続

で
き
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
う
ち
６
千
世
帯
は

こ
れ
か
ら
水
洗
化
さ
れ
る
予

定
で
、
制
度
が
途
中
で
廃
止

さ
れ
る
の
は
不
公
平
で
す
。

ま
た
、
河
川
汚
染
な
ど
環

境
面
か
ら
考
え
て
も
、
下
水

道
の
更
な
る
整
備
が
求
め
ら

れ
、
制
度
継
続
が
必
要
で
す
。

見
直
し
事
業
例
③

競
輪
事
業

施
設
の
老
朽
化
に
と
も
な

い
多
額
の
改
修
費
用
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

競
輪
事
業
も
見
直
し
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
山
内
議
員
の
考
え

広
島
市
の
競
輪
事
業
は
、
選

手
だ
け
で
な
く
４
０
０
名
以

上
の
人
が
そ
こ
で
働
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

多
く
の
人
の

再
雇
用
先
は
、

ど
う
な
る
か
？

と
い
う
問
題

を
抜
き
に
し

て
、
進
め
る

こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
市
民
連
合
は
、
委

員
会
や
本
会
議
で
も
そ
の
点

を
追
及
し
て
い
ま
す
が
、
議

会
内
で
は
賛
否
両
論
が
あ
り

ま
す
。

も
し
廃
止
の
方
向
に
な
る

の
な
ら
ば
、
再
雇
用
先
の
確

保
は
絶
対
に
必
要
で
す
し
、

取
り
壊
し
に
は
ど
れ
く
ら
い

経
費
が
か
か
る
の
か
、
跡
地

は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
、
市
民
益
に
も
配
慮
し
た

十
分
な
議
論
が
不
可
欠
で
す
。
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市
民
連
合
の
質
問

競輪事業の検討は再雇用先の確保を前提に！



11
月
24
日
に
市
議
会
・
大

都
市
税
財
政
対
策
等
特
別
委

員
会
で
、
国
会
議
員
へ
の
党

派
別
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
広
島
市
の
ほ
か
、

福
岡
市
、
仙
台
市
、
京
都
市
、

堺
市
な
ど
政
令
都
市
の
市
議

会
議
員
が
集
ま
り
、
各

都
市
の
課
題
を
各
政
党

の
国
会
議
員
に
要
望
す

る
も
の
で
す
。
山
内
議

員
は
日
帰
り
で
東
京
に

出
張
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

社
民
党
の
４
名
の
国
会

議
員
（
福
島
み
ず
ほ
、

重
野
安
正
、
中
島
隆
利
、

服
部
良
一
）
に
広
島
市

が
抱
え
る
課
題
を
訴
え
、

取
り
組
み
の
強
化
を
要

請
し
ま
し
た
。
下
記
は
そ
の

要
望
の
一
覧
で
す
。

被
爆
者
援
護
の
拡
充
な
ど

か
ね
て
か
ら
の
要
望
事
項
の

ほ
か
、
今
年
は
矢
口
川
の
洪

水
対
策
が
要
望
項
目
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
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国
会
議
員
へ
要
望
書
提
出

―

矢
口
川
の
内
水
氾
濫
対
策
等
に
つ
い
て
―

P4

毎週、下記の時間帯は必ず事務所におります。
そのほかの日時は所要のため事務所にいない場合もありますが、
いる場合は常時、受け付けております。
毎週日曜日 午後5時～7時
場所：山内まさあき事務所（安佐北区口田1-6-1）
TEL 082-843-1972 FAX 082-843-1986

12月8日（木）に口田公民館で市民講座「原発とわたしたち
のくらし」を開催しました。講師は倉掛のぞみ園の園長で県ガ
ン対策推進協議会委員でもある鎌田七男先生に講演をいただき
ました。
多くの皆さんとともに、内部被ばくなどについて学習を深め
ることができ、有意義な講座となりました。
ご参加くださいました皆さま、ありがとうございました。

毎週日曜日に市民相談会を開催

原発と私たちのくらし 市民講座報告

国会議員へ広島市の要望事項を説明する

山内議員（衆議院第一議員会館にて）

2012年度 大都市税財政対策等特別委員会 広島市個別要望事項

1 原子爆弾被爆者に対する援護措置の拡充強化等（厚生労働省関係）

2 道路整備事業の推進（国土交通省・総務省関係）

3 広島駅周辺整備の推進（国土交通省関係）

（二葉の里地区開発の推進 広島駅南口B・Cブロックの整備）

4 太田川における洪水対策及び支川矢口川の内水氾濫対策の促進

5 2020年までの核兵器廃絶に向けた取り組みの推進

6 エネルギー政策の見直し（経済産業省関係）


